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南
京
明
故
。
宮
趾
。
雑
記

　

津
浦
截
道
を
南
下
し
て
浦
ロ
に
着
き
、
泥
流
蕩
々
た
る
長
江

を
波
り
、
南
京
城
内
に
入
っ
た
の
は
昨
年
１
　
一
月
初
旬
、
最
早

や
黄
昏
に
近
か
っ
た
。
鋪
装
さ
れ
た
道
路
を
バ
ス
で
進
む
。
車

窓
か
ら
見
る
と
洋
式
建
築
が
ま
ば
ら
に
建
っ
て
居
た
。
然
し
未

だ
畑
の
侠
に
な
っ
た
空
地
が
多
く
、
事
腱
前
あ
の
様
に
宣
傅
さ

れ
て
は
居
た
が
、
賓
際
の
所
、
南
京
に
於
け
る
國
民
政
府
の
建

設
事
業
は
其
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
云
っ
た
印
象
だ
っ
た
。
宿

を
求
め
る
篤
大
通
り
か
ら
横
町
に
そ
れ
る
と
、
一
物
を
飴
す
な

く
破
壊
さ
れ
て
居
る
場
所
も
あ
っ
た
。
其
遭
は
人
通
り
も
稀
れ

で
、
た
ま
さ
か
の
居
民
は
茫
然
と
眺
め
て
居
る
だ
け
と
云
ふ
痛

ま
し
い
戦
禰
の
跡
も
目
に
っ
い
た
。
然
し
そ
れ
に
も
拘
は
ら
す

捜
し
あ
て
だ
支
那
宿
は
小
綺
麗
で
、
言
葉
も
比
較
的
通
じ
、
そ

れ
か
ら
の
滞
在
敷
ぼ
間
は
晩
秋
の
天
獄
績
き
に
恵
ま
れ
る
。
と
云

っ
た
次
第
で
、
此
の
都
は
自
分
に
決
し
て
暗
い
気
持
を
興
へ
は

小

野

　
　

勝

し
な
か
っ
た
。

「
時
は
維
れ
金
風
肌
に
冷
か
に
斜
陽
影
淡
き
十
月
初
四
日
の
午

後
の
三
時
＾
客
は
維
れ
遠
く
海
を
波
り
て
史
蹟
を
課
る
日
東
多

情
多
恨
の
學
究
の
徒
、
而
し
て
地
は
維
れ
王
侯
将
相
才
士
佳
人

の
荒
塚
残
碑
歴
々
と
し
て
散
ふ
べ
く
、
歴
史
に
悲
し
く
帳
愧
に

堪
へ
ざ
る
金
陵
の
故
郡
、
そ
ゞ
ろ
に
昔
を
偲
ば
む
と
し
て
、
史

筆
を
手
に
し
詩
裟
を
腰
に
し
形
勝
を
按
じ
興
慶
を
論
じ
齢
文
を

考
へ
豪
華
を
懐
ひ
て
、
城
内
を
逍
遜
す
る
の
で
あ
る
」
と
は
那

波
誠
軒
博
士
が
其
著
「
燕
臭
載
筆
」
に
披
握
さ
れ
た
感
懐
の
一

端
で
あ
る
。
歴
史
に
暗
く
感
受
の
鈍
い
自
分
に
は
六
朝
以
来
の

故
都
に
立
っ
て
も
、
博
士
の
如
き
感
慨
に
は
卦
底
耽
り
得
な
か

っ
た
。
然
し
城
内
の
東
部
に
あ
た
っ
て
存
在
す
る
明
の
故
宮
趾

が
曾
っ
て
の
規
制
を
窺
ふ
可
く
未
だ
相
営
残
さ
れ
た
佐
で
居
る

Ｉ
こ
を
知
り
得
て
甚
だ
う
れ
し
く
ぃ
斟
か
ら
ざ
る
と
き
め
き
さ
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へ
憂
え
た
。

お

　
　

思
ふ
に
北
京
紫
禁
城
の
規
範
と
な
っ
た
の
が
南
京
の
そ
れ
で

　
　

あ
る
。
前
者
の
研
究
に
は
一
座
後
者
に
就
い
て
知
る
必
要
が
あ

　
　

り
、
後
者
亦
前
者
か
ら
推
測
し
、
或
は
補
足
し
て
奮
形
を
明
か

　
　

に
す
べ
き
も
の
だ
と
は
像
々
考
へ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
「
明

　
　

史
」
狗
服
志
宮
室
制
度
の
條
に
は
永
察
十
八
年
北
京
を
建
つ
、

　
　

凡
そ
宮
殿
門
閥
の
規
制
は
悉
く
南
京
の
如
く
、
壮
麗
は
こ
れ
に

　
　

過
ぐ
と
記
さ
れ
て
居
る
。
永
楽
十
五
年
に
起
工
、
十
八
年
に
完

　
　

成
し
た
北
京
宮
殿
の
規
制
は
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
、
殆
ん
ど
南

　
　

京
宮
殿
其
碓
を
踏
襲
し
・
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
記
事
か
ら

　
　

も
窺
は
れ
よ
う
。

　
　
　

大
組
朱
元
璋
は
至
正
十
六
年
集
慶
路
を
陥
れ
、
こ
れ
を
施
天

　
　

府
と
改
栃
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
年
後
、
即
ち
至
正
二
十
六
年
に

　
　

は
愈
よ
鍾
山
〔
紫
金
山
〕
の
南
に
地
を
ト
し
て
新
宮
造
管
に
着
手

　
　

す
る
こ
と
ｘ
た
っ
た
。
史
に
は
素
朴
に
し
て
彫
飾
を
加
へ
挙
と

　
　

見
え
、
一
ヶ
年
未
満
の
短
期
間
で
落
成
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
を

　
　

推
し
て
考
へ
る
た
ら
ば
、
其
規
模
も
甚
だ
し
ぐ
は
廣
大
で
た
か

　
　

っ
た
と
思
は
れ
る
。
然
し
、
前
朝
に
は
奉
天
・
華
蓋
・
謹
身
の

　
　

三
大
殿
が
あ
り
、
後
宮
に
は
乾
清
・
坤
寧
の
二
宮
も
備
は
り
、

　
　

皇
城
も
亦
築
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
彼
は
其
翌
年

〔
西
暦
一
三
六
八
年
〕
帝
随
に
帥
か
、
國
を
明
と
競
し
、
元
を
洪

武
と
改
め
、
以
っ
て
天
下
に
君
臨
し
た
。
更
に
「
明
史
」
地
理

志
を
見
る
と
、
撫
天
府
の
條
に
洪
武
二
年
九
月
始
め
て
新
城
を

建
つ
、
六
年
八
月
成
る
と
記
し
て
居
る
。
こ
れ
は
建
國
の
理
想

’
に
も
え
た
帝
が
座
天
府
城
内
に
茸
時
の
俊
司
謄
す
る
に
肯
ん
ぜ

す
、
鍾
山
の
南
、
府
城
の
東
に
新
宮
の
造
誓
を
行
ふ
と
共
に
、

改
め
て
城
垣
の
大
捷
張
を
行
っ
た
こ
と
を
簡
輩
に
述
べ
た
記
事

に
外
な
ら
な
い
。
以
下
更
に
引
用
す
る
明
の
陳
折
の
「
金
陵
古

今
圖
考
」
の
記
載
は
崇
徴
郷
の
地
に
燕
雀
湖
の
一
部
を
も
埋
た

て
た
事
を
初
め
と
し
、
営
時
の
大
事
業
を
要
領
よ
く
記
し
て
居

る
。
。
即
ち
、

　

考
二
諸
都
城
之
域
　
０
惟
南
門
・
大
西
・
水
西
三
門
。
因
ｙ
奮
。

　

更
＝
名
聚
賓
・
石
城
こ
二
山
　
０
自
こ
奮
東
門
處
こ
孤
乙
凌
篤
’
城
。

　

洽
こ
淮
水
北
『
崇
誼
郷
地
。
開
拓
八
里
。
堵
こ
建
南
出
者
二
門
　
０

　

曰
こ
通
済
・
正
湯
べ
自
正
陽
以
東
而
北
。
肇
‘
束
出
者
一
門
　
０

　

曰
朝
陽
。
自
こ
鍾
山
之
麓
　
０
曰
二
龍
廣
山
　
０
園
鏡
而
西
。
抵
こ
覆

　

舟
山
　
０
建
二
北
門
　
０
曰
二
太
平
　
０
又
西
。
拝
覆
舟
・
鶏
鳴
山
‘

　

皿
峨
紘
‘
・
湖
水
・
以
北
。
至
二
貞
涜
山
　
０
而
西
八
里
。
叉
建
‘
・
北

　

出
者
二
門
　
０
日
乱
岬
策
・
金
川
　
０
自
二
金
川
　
０
北
柳
・
獅
子
山

　

四
心
於
内
こ
薙
蝶
東
西
相
向
。
亦
建
二
二
門
プ
日
二
鍾
１
　
・
儀
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鳳
　
０
自
二
儀
鳳
‘
迄
ぺ
。
而
南
。
建
“
定
淮
・
清
凍
二
門
「
以
接
‘
・

　

薔
西
門
‘
而
周
。
ヽ
ヽ
ヽ
車
轟
二
鍾
山
之
・
南
岡
　
０
北
彗
’
山
控
’

　

湖
。
西
阻
ｎ
石
頭
　
０
南
臨
・
桑
賓
　
０
貫
‘
一
泰
淮
於
内
外
　
０
横
縮
屈

　

曲
。
計
周
九
十
六
里
。
外
郭
。
西
北
抹
’
山
帯
ｒ
江
。
東
南
咀

　

’
山
控
’
野
。
閥
二
十
有
六
門
「
東
五
。
曰
＝
姚
坊
・
仙
鶴
・
麟

　

麟
・
洽
波
・
高
橋
「
南
六
。
曰
二
上
方
爽
岡
・
鳳
豪
・
馴
象
・

　

大
安
徳
・
小
安
徳
　
０
西
一
曰
‘
・
江
東
‘
北
三
曰
‘
・
佛
寧
・
上
元
’

　

観
音
「
周
一
百
八
１
　
里
。
皇
城
。
居
極
‘
・
車
偏
「
正
即
曰
‘
・
洪

　

武
「
具
二
都
城
正
陽
門
‘
直
對
。
淮
」
宋
元
都
城
之
外
。
恐
雀

　

湖
地
「

と
述
べ
て
居
る
。
こ
れ
に
抹
る
と
城
周
九
１
　
六
支
里
、
門
七
二

所
。
求
は
朝
湯
〔
今
の
中
山
門
〕
、
南
は
正
陽
〔
今
の
光
華
門
〕
通

済
・
聚
賓
〔
今
の
中
華
門
〕
、
西
は
三
山
〔
今
の
水
西
門
〕
。
石
城

〔
今
の
漢
。
四
門
〕
清
涼
・
定
淮
’
儀
鳳
〔
今
の
興
中
門
〕
、
北
は
鍾
１
　

〔
今
の
小
東
門
〕
金
川
‘
４
　
策
〔
今
の
和
平
門
〕
太
平
の
諸
門
云
々

の
こ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
現
在
の
南
京
城
に
外
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

　

蓋
し
、
新
城
は
五
代
楊
行
密
の
築
く
と
こ
ろ
、
初
め
金
陵
府

と
呼
ん
だ
が
、
南
唐
こ
さ

府
、
元
に
集
慶
路
と
改
め
る
等
名
孵
の
使
更
は
あ
っ
て
も
、
城

廓
は
殆
ど
損
益
す
る
こ
と
た
く
、
周
圃
二
十
支
里
、
今
日
も
其

大
略
は
辿
り
得
る
も
の
で
あ
っ
た
。
‘
新
城
は
著
城
に
比
較
す
る

と
面
積
は
約
三
倍
餓
の
披
大
を
し
た
の
で
あ
る
。

　

『
。
催
て
、
城
壁
が
築
か
れ
城
濠
が
廻
ら
さ
れ
、
唯
だ
門
の
み
を

十
六
ヶ
處
造
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
と
は
云
へ
、
周
百
八
十
支
里
の
外

郭
が
定
め
ら
れ
る
と
、
大
阻
は
再
び
大
規
模
な
宮
室
造
管
を
行

ひ
、
明
の
威
信
を
天
下
に
示
す
べ
き
必
要
を
感
じ
た
で
あ
ら
う
。

洪
武
八
年
に
は
大
内
諸
宮
改
建
の
詔
勅
を
醍
し
、
同
十
年
十
月

逐
に
告
成
し
て
居
る
。
こ
れ
と
前
後
し
て
ぃ
宮
城
南
面
の
左
右

に
位
置
す
る
大
廟
・
赴
稜
壇
、
或
は
正
陽
門
外
の
大
祀
殿
等
も

各
―
改
建
さ
れ
た
。
か
く
て
同
年
中
に
は
帝
京
と
し
て
の
偉
容

が
漸
く
整
備
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

蓋
し
、
南
京
明
故
宮
の
宮
殿
及
び
門
閥
の
名
将
を
最
も
多
く

列
挙
し
て
居
る
の
は
自
分
の
知
る
限
り
杜
滞
の
著
「
洪
武
京
城

圖
志
」
で
あ
ら
う
。
此
書
は
其
序
に
依
れ
ば
洪
武
二
十
八
年
の

編
纂
で
あ
る
か
ら
、
太
組
時
代
の
宮
殿
に
就
い
て
は
可
成
り
信

用
が
出
来
る
’
。
然
し
遺
憾
乍
ら
圖
を
掲
げ
な
が
ら
説
明
を
加
へ

す
、
別
に
唯
だ
名
将
を
羅
列
ず
る
に
止
っ
て
居
る
錫
、
’
正
確
に

其
場
所
を
定
め
る
の
に
は
不
便
が
多
い
。
そ
こ
で
比
較
的
く
は

し
い
記
載
だ
と
考
へ
ら
れ
る
「
皇
明
泳
化
瀬
編
」
宮
殿
の
條
を
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左
に
記
す
と
、

　

太
組
定
都
二
金
陵
べ
造
・
‘
’
皇
城
於
都
城
内
之
乗
。
謳
他
山
之

　

陽
　
０
正
南
曰
・
’
‘
洪
武
門
「
内
曰
二
承
天
門
・
端
門
　
０
端
門
之
北
。

　

有
二
左
同
門
・
右
閥
門
　
０
．
洪
武
之
乗
。
篤
こ
長
安
左
門
「
西
篤
ニ

　

長
安
右
門
　
０
乗
近
‘
北
篤
二
乗
華
門
　
０
内
日
二
東
上
南
門
・
東
上

　

北
門
　
０
西
近
’
北
篤
二
回
華
門
「
内
目
乱
四
上
南
門
・
西
上
北
門
　
０

　

北
篤
二
玄
武
門
　
０
内
曰
‘
・
北
上
乗
門
・
北
上
西
門
　
０
近
こ
子
城
「

明故宮趾略岡

東
曰
こ
左
閥
門
「
西
曰
二
右
同
門
「
大

内
六
門
。
正
中
午
門
。
左
篤
こ
左
校

門
　
０
右
拝
・
右
校
門
こ
銀
狐
・
‘
東
安
門
　
０

西
焉
こ
四
安
門
『
北
篤
二
北
安
門
「
午

門
内
大
殿
前
篤
こ
奉
天
門
　
０
左
小
門

曰
二
乗
角
門
。
右
小
門
曰
こ
西
角
門
　
０

東
西
隅
有
二
東
西
角
檜
ヽ
乗
角
之
南

有
‘
左
順
門
　
０
門
南
曰
こ
文
淵
閣
　
０
西

角
之
南
篤
こ
右
順
門
「
奉
天
門
之
内
。

鴬
こ
奉
天
殿
　
０
東
日
こ
文
棲
「
西
曰
＝
武

棺
　
０
殿
之
左
篤
・
」
中
左
門
「
殿
之
右
篤
二

中
右
門
　
０
奉
天
後
篤
こ
草
蓋
殿
　
０
華

蓋
後
拝
誦
１
　
殿
・
『
山
‘
左
順
門
入
ｙ

　

東
曰
二
文
華
殿
　
０
由
‘
岩
順
門
’
入
’
西
曰
二
武
英
殿
　
０
謹
身
殿

　

後
篤
二
乾
清
宮
　
０
宮
後
篤
こ
。
坤
寧
宮
「
叉
二
殿
。
曰
＝
柔
儀
。

　

曰
こ
春
和
　
０
ヽ
ヽ
ヽ
建
文
元
年
冬
十
二
月
。
省
躬
４
　
成
。
在
‘
・

　

乾
清
・
坤
寧
二
宮
之
間
「
焉
二
退
朝
燕
息
之
所
　
０

と
見
え
る
。
此
記
載
と
「
洪
蔀
京
城
闘
志
」
宮
囲
の
條
と
を
比

較
す
る
な
ら
ば
、
宮
殿
の
数
及
び
呼
稲
は
殆
ど
一
致
し
て
居

る
。
唯
だ
極
者
に
乾
清
宮
と
坤
寧
宮
と
の
間
に
肆
て
ら
れ
た
省
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し
躬
殿
の
掲
載
さ
れ
て
居
た
い
の
は
建
文
元
年
の
建
築
な
る
が
篤

だ
。
其
他
東
・
西
角
檜
。
が
東
・
西
門
角
植
と
な
っ
て
』
居
る
が
、

こ
れ
’
憾
疑
ふ
迄
も
４
ｉ
く
向
一
の
も
の
で
あ
。
ら
う
。
然
る
に
門
名

は
圖
志
に
記
載
し
て
居
る
の
・
が
数
多
く
、
廟
街
Ｊ
赴
街
、
・
廟
左
・

組
右
・
西
北
・
親
慧
の
六
門
は
前
者
に
は
見
え
な
い
。

　

３ ６ ３
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私
は
南
京
市
街
地
圖
を
手
に
し
な
が
ら
、
鋪
装
さ
れ
た
中
山

路
を
東
に
進
ん
だ
。
逸
仙
橋
の
手
前
か
ら
南
べ
折
れ
玄
津
橋
を

渡
る
と
前
に
埼
造
の
門
趾
が
あ
る
。
三
個
の
ア
ー
チ
を
開
い
て
。

東
面
し
た
堂
々
た
る
建
物
が
即
ち
酉
華
門
に
外
な
ら
た
か
っ

た
。
・
此
頑
か
ら
辰
野
は
割
合
よ
く
開
け
、
彼
方
に
二
個
の
門
趾

の
あ
る
の
が
目
に
っ
い
た
。
何
れ
も
堺
造
で
、
一
は
南
面
し
他

は
西
面
し
て
居
た
Ｊ
中
山
路
に
引
返
し
て
東
進
す
る
。
左
手
に
‘

は
数
ケ
處
の
宏
壮
な
建
物
が
あ
っ
た
。
更
に
進
む
と
空
地
と
な

ぴ
、
室
地
の
一
部
に
黄
い
ろ
い
地
肌
を
現
し
先
部
分
が
梢
よ
高

い
豪
状
を
な
し
て
居
た
。
其
處
が
宮
殿
の
基
壇
の
部
分
で
あ
ら

5
7
と
’
一
見
し
て
肯
け
た
。
一
段
と
高
い
所
に
立
っ
て
南
面
す
る

と
五
の
ア
ー
チ
を
開
い
た
埼
門
趾
が
我
に
對
す
各
。
こ
れ
が
印

ち
午
朝
門
「
午
門
」
と
碍
さ
れ
て
居
!
＜
？
-
!
＊
の
だ
っ
た
。
午
朝
門
の

北
側
に
営
っ
て
建
築
物
の
残
骸
が
あ
っ
た
。
奮
の
古
物
保
存
所

だ
。
後
に
な
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
直
接
今
次
の
職
関
の
錫

に
破
壌
さ
れ
た
譚
で
は
な
い
さ
う
で
あ
る
。
皇
軍
が
入
城
し
た

営
時
は
未
だ
比
較
的
荒
さ
れ
て
憾
居
た
か
っ
た
が
、
難
民
が
集

り
・
管
督
者
。
の
居
な
い
の
を
よ
い
こ
ヽ
『
と
ｘ
し
て
、
古
物
を
奪
ひ
去

り
ヽ
建
物
を
髪
見
る
影
も
な
く
荒
し
た
の
だ
と
云
ふ
。
ヽ
其
後
識

者
の
注
意
す
る
と
こ
ろ
と
た
っ
て
、
残
さ
れ
た
一
部
の
石
刻
類
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橋∧

(門朝午)門午む望りよ南

が
鶏
鳴
山
下
の

薔
中
央
研
究
院

に
搬
ば
れ
其
處

で
保
管
さ
れ
た

の
だ
っ
た
。
此

の
古
物
保
存
所

が
奉
天
門
の
位

置
で
あ
る
。
此

處
に
惘
恨
す
る

こ
と
し
ば
し
、

午
朝
門
に
向
っ

て
痩
む
と
、
並

列
し
た
五
佃
の

が
架
せ
ら
れ
て
居
た
。
こ
れ
が
内
五
龍
橋
で
あ
っ
た
。
即
ち

「
明
史
」
の
典
服
志
に
、
建
二
大
内
金
水
橋
　
０
並
建
＝
端
門
・
承

天
門
・
角
檜
及
長
安
東
西
門
　
０

　

と
あ
る
。
金
水
橋
の
一
で
あ

る
。
誠
軒
博
士
に
依
る
’
と
「
音
時
の
午
門
の
北
に
在
る
五
龍
橋

の
五
橋
の
欄
干
の
彫
刻
、
石
梁
石
１
　
の
計
観
も
皆
哀
愁
の
種
で

あ
る
」
と
記
し
て
居
ら
れ
る
。
博
士
は
親
し
く
石
欄
干
を
見
ら

れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
今
は
唯
だ
上
面
を
平
凡
に
谷
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
心
た
五
誕
の
橋
が
並
か
・
で
居
る
だ
け
だ
？
可
午
帆
ｍ
‥

の
南
か
ら
正
陽
門
に
向
つ
て
一
直
線
に
鋪
装
道
路
が
延
び
て
居

た
。
云
ふ
迄
も
た
く
御
道
だ
。
御
道
に
は
正
陽
門
と
午
朝
門
の

以
外
に
曾
て
は
端
門
・
承
天
門
洪
武
門
の
三
門
が
縦
に
並
ん
で

建
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。
其
位
置
は
何
の
逡
で
あ
つ
た
で
あ
ら

う
か
。

今
は
残

礎
も
見

営
ら
な

か
っ
た
。

然
し
唯

だ
承
天

門
前
の

外
金
水

橋
の
み

は
、
殆

ど
其
併

残
っ
て

居
た
。

然
し
是
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む望を門午りよ橋龍五外るあで山鐘が山るなか疸

馬
道
路
改
装
の

　
　

彼
方
此
方
に
礎
石
が
あ
っ
た
。
や
う
や
く
に
し
て
赴
稜
壇
趾
ら

際
、
奮
態
を
梢

　

～
い
と
こ
ろ
を
捜
し
拙
す
と
、
・
其
附
近
に
は
篠
星
門
に
使
用
し

Ｉ
愛
更
し
た
と

　
　

た
石
柱
も
二
三
倒
れ
て
居
た
。
私
は
晋
て
篠
栗
門
の
寫
貧
を
何

推
測
さ
れ
、
中
’
少
の
本
で
見
た
様
に
記
憶
す
る
。
若
し
記
憶
に
誤
り
が
な
や
こ

　

央
の
橋
が
特
に

ヽ
幅
廣
’
で
あ
つ

｀
た
。
此
橋
に
は

　

勿
論
近
時
の
作

　

で
は
あ
る
が
、

　

皆
石
欄
干
が
湖

　

せ
ら
れ
七
居

　

た
。
ｙ
で
の
た
め

　

に
内
五
龍
橋
に

　

比
較
。
す
る
と
却

　
　
　

つ
て
昔
時
の
壮
観
を
偲
ば
せ
る
に
足
り
た
。

　
　
　
　

私
は
外
五
龍
橋
か
ら
引
返
し
た
。
ふ
と
右
手
を
見
る
と
畑
中

　
　
　

に
土
県
が
あ
り
、
数
基
の
礎
石
が
韓
が
っ
て
居
た
。
太
廟
の
趾

　
　
　

だ
と
直
観
す
る
７
近
づ
い
て
共
通
の
農
夫
に
尋
ね
た
。
此
處
が

　
　
　

太
廟
か
。
然
り
と
答
へ
乍
ら
怪
跨
顔
で
’
私
の
行
動
を
注
硯
し
て
Ｉ

＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

Ｊ

　

居
る
の
が
を
か
し
’
か
っ
た
　
０
今
度
憾
御
道
の
左
手
に
向
っ
た
。

る
と
こ
れ
が
倒
さ
れ
た
の
も
極
め
て
新
し
い
こ
と
で
あ
る
様
に

思
は
れ
た
。
西
部
一
帯
を
占
。
め
る
飛
行
場
を
披
張
し
、
其
の
篤

に
・
昔
ａ
濠
が
東
寄
り
に
。
移
動
し
て
、
今
社
殆
ん
ど
壇
を
洗
ひ
け

づ
る
迄
に
な
っ

て
居
た
。
微
星

門
の
倒
さ
れ
た

の
も
或
は
其
時

の
こ
と
で
あ
ら

う
と
考
へ
ら
れ

る
。
「
明
史
」
の

曽
志
其
他
を
按

挙
る
と
、
洪
武

十
年
に
鮭
稜
壇

を
改
建
し
た
記

載
が
あ
っ
て
其

規
制
は
大
略
推

趾

　　

廟

　　

太
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酪

　

懸
が
付
く
・
諸
處
に
残
っ
て
居
る
礎
石
を
辿
っ
て
行
く
と
更
に

Ｊ

　

眼
め
ら
れ
る
詳
な
の
で
あ
る
が
ヽ
苦
手
の
支
那
犬
が
猛
烈
に
吠

　
　

え
る
の
で
、
俗
に
此
逡
を
大
園
子
と
碍
し
て
居
る
と
知
り
得
た

の
み
で
引
返
し
て
し
ま
っ
た
。

　

宿
は
朱
雀
路
の
南
口
に
近
い
災
宮
飯
店

だ
っ
た
の
で
日
を
改
め
て
放
言
趾
に
赴
い

た
時
は
建
康
路
か
ら
大
中
橋
を
波
り
、
八

賓
街
を
過
ぎ
て
再
び
外
五
龍
橋
に
達
し

た
。
隋
の
文
帝
は
陳
を
滅
し
た
際
城
邑
宮

同
友
燈
に
諭
し
、
六
朝
の
文
化
一
朝
に
厘

滅
し
た
と
傅
へ
て
居
る
。
劉
拠
錫
の
烏
衣

巷
と
題
し
た
詩
比
「
朱
雀
橋
逓
野
草
の
花
」

な
ど
χ
あ
る
の
を
思
ひ
出
す
と
営
時
の
御

道
も
唐
代
に
は
す
っ
か
り
荒
慶
し
て
し
ま

っ
た
ら
し
い
。
さ
れ
ば
今
の
朱
雀
路
が
常

時
の
御
道
で
あ
る
な
ど
ｘ
は
軽
率
に
云
ひ

得
な
い
で
あ
ら
う
。
然
る
に
大
中
橋
憾
五
代
以
後
、
洪
武
心
城

垣
披
張
以
前
迄
、
奮
城
東
門
外
の
橋
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ひ
た

い
。
卸
ち
初
め
白
下
楯
と
云
ひ
、
後
に
長
春
橋
と
改
め
、
今
又

韓
じ
て
大
中
橋
と
科
し
て
居
る
の
だ
・
県
移
り
時
愛
じ
・
、
橋
も

今
は
ご
シ
ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
あ
る
が
、
エ
イ
ホ
ア
ヤ
ホ
と
掛

聾
し
柴
や
肥
桶
な
ど
を
か
つ
い
で
通
る
人
々
の
に
ぎ
は
し
さ
、

或
は
橋
下
り
黒
ず
ん
だ
流
な
ど
其
昔
と
殆
ど
便
り
は
あ
る
ま

るれらへ考とのもの門星植は石礎

　

近附趾壇稜祀

い
。
流
を
下
れ
ば
秦
淮
と
呼
ぶ
。
「
煙
は

寒
水
に
能
り
、
月
は
沙
に
範
る
」
。
其
昔

詩
人
が
美
し
い
と
観
じ
た
の
は
夜
景
な

る
が
篤
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
た
い
。

私
は
こ
ん
な
こ
と
を
思
ひ
浮
べ
な
が
ら

大
中
橋
を
渡
っ
て
東
北
に
進
ん
だ
。
一

　

八
賓
街
を
進
む
こ
と
し
ば
し
、
左
側

は
飛
行
場
、
右
側
は
畑
で
あ
っ
た
。
道

路
は
幅
廣
く
な
い
が
注
意
す
る
と
皆
切

石
を
敷
詰
め
て
居
た
。
南
京
市
街
地
圖

に
依
る
と
八
賓
街
の
東
寄
り
に
白
虎
橋

と
芦
ふ
の
が
記
さ
れ
て
居
る
。
然
し
飛

行
場
摘
張
の
篤
に
そ
れ
は
奈
遭
か
全
く

不
明
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
居
た
・
外
五
龍
橋
に
達
し
て
か
ら
ぞ

度
は
東
へ
向
っ
た
。
此
道
も
亦
切
石
乞
敷
詰
め
て
あ
拓
ヽ
道
に

沿
う
た
護
城
河
と
で
も
名
づ
ら
可
き
濠
に
双
橋
と
青
龍
橋
と
が

架
せ
ら
れ
て
居
た
。
青
龍
橋
は
白
虎
橋
に
對
す
る
名
前
だ
が
、

-50-



　
　

土
地
の

　
　

人
は
別

　
　

に
回
龍

　
　

橋
と
一
河

　
　

つ
。
て
犀

双

　

走
。
青

　
　

龍
橋
を

橋

渡
っ
て

北
に
す

ｘ
む
と

道
路
は

堺
敷
き

と
な
り

　
　

た
。
其
左
側
に
沿
う
て
平
行
に
±
9
　
が
延
び
て
居
た
。

　
　

濠
の
北
側
に
も
若
干
土
県
の
起
伏
が
あ
り
た
が
、
此
の

　
　

方
は
更
に
明
白
に
城
壁
の
趾
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
居

　
　

た
。
此
城
壁
が
云
ふ
迄
も
な
く
皇
城
の
東
壁
な
の
で
あ

　
　

る
。
而
も
側
に
は
城
に
沿
ふ
濠
の
な
い
こ
と
が
注
意
さ

７

　

れ
た
。
皇
城
の
東
門
’
　
ｇ
ち
東
華
門
趾
は
礎
石
が
あ
っ

Ｊ

　

た
の
で
直
ち
に
明
か
と
な
っ
た
’
。
此
門
趾
に
立
っ
て
西

町

　

城し．京

　

武

　

洪
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面
す
る
と
、
簿
築
の
東
安
門
と
相
對
す
る
の
だ
っ
た
。
北
京
で

お

　

は
皇
城
の
東
門
を
東
安
門
、
宮
城
の
そ
れ
を
東
華
門
と
呼
ん
で

　
　

居
る
が
南
京
の
場
合
は
名
栃
が
逆
な
の
で
あ
る
。
然
し
獅
確
め

て
見
よ
う
と
附
近
の
百
姓
に
尋
ね
た
が
、

唯
だ
東
華
門
と
答
へ
る
の
み
で
一
向
に
要

領
を
得
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
東
華

門
と
東
安
門
と
を
結
ぶ
道
路
の
両
側
に
も

南
北
に
向
ひ
合
り
た
数
基
の
残
礎
が
存
じ

て
居
た
。
何
の
目
的
の
建
築
物
か
其
際
は
Ｉ

全
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
然
し
北
京
に
諮

っ
て
か
ら
書
物
を
帚
き
そ
れ
を
東
上
南
門

と
東
上
北
門
の
所
在
地
に
比
定
し
得
て
常

時
の
疑
雲
は
氷
解
し
た
。

　

再
び
宮
殿
趾
に
向
っ
た
。
外
濠
に
は
今

も
治
水
を
た
Ｘ
へ
て
居
る
の
で
、
其
孤
域

は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
梢
よ
高
い
所
に
立
つ

て
。
北
の
方
を
見
破
す
と
、
奉
天
・
華
蓋
’
・
謹
身
の
三
大
敗
の
基

壇
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ
る
部
分
が
南
天
に
高
く
豪
状
を

な
し
て
居
た
。
塵
は
一
度
低
く
な
り
、
更
に
叉
檀
い
た
。
其
遭

に
東
西
に
亙
っ
て
礎
石
が
あ
っ
た
。
固
よ
り
動
か
さ
れ
た
形
跡

の
も
の
な
ど
も
あ
る
の
で
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
前
朝

後
宮
を
限
る
諸
門
に
使
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
は
れ

る
も
の
で
あ
っ
だ
。
そ
し
て
礎
石
の
方
向
を
西
に
辿
る
と
、
此

濠の側東の城宮

處
に
は
石
を
組
ん
で
除
道
の
様
な
も
の

が
作
ら
れ
て
居
た
。
一
見
し
て
花
園
の

跡
だ
と
知
れ
た
が
、
果
し
て
初
明
以
来

の
も
の
か
否
か
は
今
も
疑
ひ
を
挿
ん
で

居
る
。
其
處
か
ら
北
紫
禁
城
で
雲
へ
れ

ば
紳
武
門
に
あ
た
る
と
思
は
れ
る
遭
に

行
っ
て
見
た
。
然
し
礎
石
は
我
見
し
得

す
、
唯
だ
地
圖
に
見
え
’
る
様
に
今
も
此

逡
を
后
宰
門
と
稀
し
て
居
る
こ
と
を
確

め
榛
た
の
み
・
北
側
に
は
幅
二
三
十
米

許
ヽ
り
の
濠
が
あ
り
満
々
た
る
水
を
た
ｘ

え
て
居
た
。
そ
の
た
め
其
處
か
ら
直
ち

に
北
進
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
っ
た
。

若
し
往
時
も
此
様
だ
っ
た
と
す
る
と
北
安
門
前
は
吊
橋
が
架
せ

‥
ら
れ
て
居
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
廻
り
路
を
し
て
再
び
其
の

向
ひ
側
に
鐘
し
た
。
其
處
に
は
未
だ
二
三
の
礎
石
が
残
っ
て
居

た
。
北
京
の
場
合
だ
と
こ
れ
が
北
上
門
で
あ
る
が
、
附
兎
。
の
人
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々
は
此
處
を
も
亦
后
宰
門
と
答
へ
た
。
后
宰
ｎ
と
は
北
安
門
］
の

俗
稀
で
あ
る
。
「
酌
中
志
」
に
憾
北
安
門
は
俗
に
云
ふ
厚
載
門
の

こ
と
だ
と
記
し
て
居
る
。
后
宰
と
厚
載
と
は
晋
通
で
あ
る
。
唯

だ
北
京
の
場
合
は
皇
城
の
北
門
に
あ
た
り
、
南
京
で
は
宮
城
の

そ
れ
に
営
石
の
だ
。
地
圖
を
按
す
る
と
此

處
か
ら
更
に
北
方
土
城
趾
な
る
地
名
、
が
あ

っ
た
。
そ
れ
社
皇
城
の
北
壁
趾
で
あ
る
こ

と
が
窺
は
れ
た
が
、
其
處
ま
で
ぽ
逡
に
行

き
得
争
し
て
引
返
し
た
。

’
鋳
途
后
宰
門
近
く
。
一
郭
の
建
物
が
あ
り

、
堺
を
以
て
垣
を
廻
ら
し
て
居
る
と
こ
ろ

を
過
ぎ
た
。
其
處
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
埓

は
大
形
で
一
見
し
て
近
時
の
も
の
で
は
な

い
ｔ
と
が
明
か
で
あ
っ
た
。
更
に
注
意
す

る
と
側
面
に
文
字
を
印
し
て
居
る
。
近
づ

い
て
判
讃
し
や
に
す
い
も
の
を
選
ぶ
と
ヽ

　

南
□
□
提
調
官
通
判
王
武
、
司
吏
萬
宗

　

程
、
豊
城
螺
提
調
官
懸
丞
譚
九
皐
、
司
吏
汪
憲
。

と
あ
り
、
或
る
も
の
に
は

　

總
甲
湯
起
先
、
甲
首
柄
千
奴
、
小
甲
村
永
年
、
１
　
匠
洪
大
貴
、

　

造
４
　
人
夫
何
似
新
。

と
印
し
て
あ
っ
た
。
大
多
数
は
二
行
に
印
し
て
あ
っ
た
が
、
極

く
稀
に
は

　

油
慶
府
潜
口
新
提
調
官
主
簿
劉
知
。

　
　

な
ど
Ｘ
「
行
に
印
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　
　

造
堺
責
任
者
の
名
を
印
し
た
も
の
は
・
總
甲

　
　

某
・
甲
首
某
・
１
　
匠
某
・
・
造
堺
人
夫
某
の

　
　

形
式
で
一
定
し
て
居
た
が
、
地
方
官
の
名

　
　

を
印
し
た
も
の
は
府
の
場
合
は
某
府
提
調

花
官
某
と
あ
る
も
の
も
・
或
は
某
府
提
調
ｔ

國
通
判
某
・
某
府
提
調
官
判
事
某
・
某
府
提

　
　

調
官
伺
知
某
・
某
府
提
調
官
知
事
某
等
と

趾

　

な
っ
て
居
り
、
瓢
の
場
合
は
某
駆
提
調
官

　
　

知
瓢
某
と
あ
る
も
の
を
初
め
と
し
知
謳
の

　
　

代
り
に
主
簿
・
籐
丞
・
典
史
等
と
な
っ
て

　
　

居
た
も
。
の
も
あ
っ
た
。
提
調
官
の
’
下
役
た

　
　

る
司
吏
の
方
は
悉
く
司
吏
某
と
な
っ
て
居

て
、
此
１
　
式
に
は
例
外
の
も
の
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
此
等

の
大
堺
は
故
宮
造
誉
の
際
使
用
さ
れ
た
島
の
で
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
、
粗
製
濫
造
品
と
は
異
り
、
焼
成
り
も
硬
く
、
文
字
を
印
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加

　

し
て
責
任
の
所
在
を
明
か
に
し
て
居
る
勁
が
斟
た
が
ら
ざ
る
興

Ｉ

　

味
を
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
・
恐
ぢ
く
造
功
者
の
名
を
印
し
か
も

　
　

の
は
官
１
　
の
造
功
廠
で
焼
い
た
も
の
で
あ
ら
う
。
提
調
官
名
を

　
　

印
し
た
も
の
は
朝
廷
に
對
し
て
各
府
瓢
が
調
達
に
廳
じ
た
も
の

　
　

と
解
せ
ら
れ
た
。
然
し
各
府
駆
が
ま
さ
か
各
自
の
地
方
で
焼
き

　
　

こ
れ
を
わ
ざ
く
南
京
迄
持
搬
ん
だ
も
の
だ
と
は
解
し
難
い
。

　
　

此
等
の
陥
に
就
い
て
は
他
日
機
會
が
あ
れ
ば
も
う
一
歩
進
ん
で

　
　

明
確
に
し
て
見
た
い
と
考
へ
た
。

　
　
　

黄
甫
路
を
北
進
す
る
と
突
富
り
が
奮
中
央
軍
官
學
校
で
あ
っ

　
　

た
。
正
門
の
前
で
道
は
左
右
に
分
れ
、
其
道
の
南
側
に
は
東
西

　
　

に
亙
る
濠
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
皇
城
の
外
濠
で
あ
る
の
だ
っ

　
　

た
。
濠
に
洽
う
て
西
す
る
と
一
地
名
を
見
つ
け
た
、
即
ち
皇
城
、

　
　

角
と
云
ふ
。
こ
れ
で
私
の
踏
喪
は
柊
っ
た
。

　
　
　

借
て
獅
若
干
の
蛇
足
を
加
へ
よ
う
。
彼
の
傅
奇
物
語
り
化
さ

　
　

れ
た
建
文
帝
の
一
生
は
因
果
の
理
を
斯
く
あ
れ
か
し
と
翼
ふ
者

　
　

に
と
っ
て
は
ほ
っ
と
す
る
様
な
一
餉
で
は
あ
る
。
然
し
「
建
文

　
　

四
年
燕
王
反
し
て
兵
は
六
合
に
至
る
。
己
丑
燕
兵
金
川
門
を
犯

　
　

し
、
都
城
陥
り
バ
官
中
火
起
り
、
帝
絡
る
所
を
知
ら
す
」
と
云

　
　

ふ
の
が
敢
然
た
る
事
鸞
で
あ
っ
た
。
其
際
に
洪
武
以
来
の
絢
爛

　
　

た
る
宮
殿
閣
櫨
一
朝
に
し
て
次
燧
把
飴
し
た
ら
し
く
、
燕
王
は

即
位
す
る
や
同
年
中
に
奉
天
殿
の
再
建
に
着
手
し
、
永
槃
元
年

正
月
元
日
に
は
此
處
に
出
御
し
て
群
臣
の
軸
賀
を
受
け
た
。
然

し
「
皇
明
賓
録
」
に
依
る
と
此
殿
は
奮
奉
天
殿
の
西
方
に
営
っ

て
建
て
ら
れ
た
の
だ
と
見
え
る
。
帝
の
北
巡
は
永
楽
七
年
で
、

北
京
に
肺
還
し
た
の
は
其
翌
年
の
こ
と
で
あ
り
、
更
に
衛
門
一

般
が
北
遷
し
終
る
ま
で
に
は
そ
れ
か
ら
約
１
　
年
の
歳
月
を
関
し

て
居
る
。
従
っ
て
其
間
に
は
宮
殿
等
の
再
建
も
多
少
は
行
は
れ

た
で
あ
ら
う
。
更
に
明
末
、
崇
禎
帝
景
山
に
自
綾
し
た
後
、
福

王
が
南
京
に
擁
立
さ
れ
た
際
に
も
二
三
の
宮
殿
が
造
管
さ
れ
た

と
記
さ
れ
て
は
居
る
。
然
し
要
す
る
に
洪
武
・
建
文
時
代
の
偉

観
に
は
復
す
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
と
思
ふ
。
禰
王
が
檎
へ

ら
れ
て
か
ら
、
清
軍
は
此
處
に
駐
防
八
旗
を
屯
せ
し
め
た
・
其

際
将
軍
部
統
は
奮
中
央
軍
官
學
校
趾
に
存
し
た
と
一
写
ふ
。
故
に

清
代
も
亦
故
宮
共
物
に
差
し
て
手
を
ば
入
れ
な
か
っ
た
で
あ
ら

う
。
か
う
考
へ
て
見
る
と
少
く
と
も
清
末
ま
で
は
荒
れ
っ
。
ｉ
あ

っ
た
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
城
壁
門
檎
殿
屋
等
其
一
部
分
は
多
少

明
初
の
姿
で
残
さ
れ
て
居
た
と
思
は
れ
る
。
然
る
に
咸
豊
三
年

太
平
天
國
の
尨
が
南
京
に
波
及
し
、
故
宮
に
對
し
て
も
亦
甚
し

い
痛
手
だ
っ
た
。
そ
れ
は
一
Ｍ
ふ
迄
も
な
く
此
時
兵
火
と
破
壊
と

の
洗
破
を
受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
其
後
賊
徒
の
新
都
建
設
は
此

-54-



處
の
用
材
を
利
用
せ
雫
に
は
置
か
た
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
更
に

又
ひ
ど
い
破
壊
と
し
て
彼
等
と
湘
軍
ひ
交
戦
も
数
え
阜
げ
ら
れ

る
。
か
く
て
明
故
宮
の
規

制
は
年
一
年
と
潭
滅
す
る

に
至
っ
た
。
換
言
す
る
な

ら
ば
奮
規
を
窺
ふ
篤
に
は

文
献
の
み
で
は
勿
論
不

可
、
・
賓
地
踏
査
に
よ
る
も

不
測
の
側
處
の
み
徒
に
多

い
現
状
に
た
ち
至
っ
た
の

で
あ
る
。

　

蓋
し
、
明
故
宮
の
配
置

を
圖
示
し
た
も
の
は
既
に

引
用
し
た
「
洪
武
京
城
圖

志
」
り
皇
城
圖
が
阜
げ
ら

れ
る
。
こ
れ
は
鳥
瞰
圖
式

の
も
の
で
其
漑
略
を
知
る

に
は
軽
便
で
は
あ
る
。
然

　
　

し
何
等
’
の
説
明
も
な
く
、
憾
む
ら
く
は
賓
澄
に
営
つ
て
疑
問
が

ｙ

　

葡
出
ず
る
次
第
だ
・
次
に
は
「
同
治
上
江
雨
親
志
」
の
明
言
城
□

圖
が
数
え
ら
れ
よ
う
。
此
圖
に
。
は
仁
壽
・
清
寧
・
興
慶
・
太
孫

諸
宮
の
如
き
、
自
分
の
知
る
限
り
明
代
の
根
本
史
料
に
見
え
た
’

　

い
宮
殿
名
を
記
し
て
居
る
。
其

　

鮎
で
更
袈
考
究
す
べ
き
興
味
を

　

’
惹
く
も
の
で
は
あ
る
。
然
し
乍

　

ら
圖
自
鰻
と
し
て
は
賓
際
を
無

　

脱
し
た
机
上
の
作
製
で
、
難
寸

　

可
き
鮎
が
紗
く
な
い
。
此
の
他

　
　

「
萬
暦
庖
天
府
志
」
な
ど
に
も

‘
｀
或
は
傅
等
か
の
參
考
圖
が
存
す

　

る
か
も
知
れ
な
５
。
此
書
は
我

　

が
内
閣
文
庫
に
存
す
る
と
こ
ろ

　

の
天
下
の
孤
本
で
あ
り
、
私
は

　

未
だ
披
見
す
る
の
機
會
を
持
つ

　

て
居
・
な
い
も
の
だ
。
此
外
民
國

　

に
た
っ
て
か
ら
の
も
の
と
し
て

　

轜
朱
僕
氏
の
「
金
陵
古
蹟
圖
考
」

　

中
に
明
代
宮
城
圖
が
あ
名
。
本

圖
は
新
時
代
の
作
成
だ
け
に
賓
地
に
即
し
、
諸
１
　
を
考
熹
し
、

最
も
依
肆
す
る
に
足
る
も
の
と
思
ぱ
れ
る
。
然
し
乍
ら
こ
ｘ
に
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２

　

も
亦
だ
異
給
を
挿
む
可
き
膀
地
が
た
い
謬
で
は
た
い
。
そ
れ
は

　
　

先
づ
皇
城
東
壁
が
賓
際
よ
り
東
に
偏
し
過
ぎ
て
居
る
こ
と
で
、

　
　

共
結
果
東
華
門
の
位
置
を
誤
る
の
み
な
ら
す
、
青
龍
橋
北
に
Ｉ

　
　

門
を
開
い
て
居
る
鮎
で
あ
る
。
次
に
午
門
を
凹
字
形
に
現
は
し

　
　

て
居
る
が
、
こ
れ
は
寫
具
で
も
直
ち
に
分
る
通
り
、
北
京
の
場

　
　

合
と
は
同
一
で
・
な
い
。
獅
亦
洪
武
門
の
位
置
も
氏
の
地
圖
に
依

　
　

る
と
更
に
少
し
く
南
、
即
ち
光
華
東
街
の
線
ま
で
進
め
る
可
き

　
　

で
は
あ
る
ま
に
い
か
。
私
の
購
入
し
た
市
街
地
圖
忙
抹
る
と
光
華

　
　

束
街
が
印
ち
洪
武
東
街
と
な
っ
て
居
る
。
此
圖
に
誤
り
が
な
い

　
　

も
の
だ
と
す
る
と
洪
武
束
街
の
名
柳
は
洪
武
門
の
存
在
に
基
／
八

　
　

も
の
で
あ
る
と
考
へ
て
差
支
は
な
い
。
更
に
廟
街
・
針
街
二
門

　
　

の
位
置
に
就
い
て
も
異
論
が
あ
る
。
氏
は
廟
街
門
を
大
廟
の
正

　
　

門
、
針
街
門
を
針
桜
壇
の
そ
れ
に
比
定
し
て
居
る
。
然
し
こ
れ
は

　
　

門
名
に
街
の
字
の
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
も
肯
き
難
い
。

　
　

北
京
の
端
門
の
南
と
北
と
に
御
道
を
挾
ん
で
東
西
に
向
ひ
合
っ

　
　

た
四
個
の
門
が
あ
る
・
即
ち
太
廟
街
門
・
針
稜
街
門
〔
献
〕
ヽ
祁

　
　

府
門
・
趾
右
門
だ
。
「
洪
武
京
城
圖
志
」
宮
間
の
條
に
は
針
街
・

　
　

廟
街
・
廟
左
・
針
右
の
諸
門
名
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
前
者
と
比

　
　

較
す
る
と
廟
左
が
９
　
腹
と
あ
る
の
み
で
殆
ど
一
致
し
て
居
る
。

　
　

こ
の
こ
と
に
依
っ
て
考
へ
る
に
氏
の
比
定
は
富
を
得
｀
て
居
な
い

　

と
１
　
ふ
。
猶
氏
の
考
詮
と
は
開
係
が
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
圖

　

志
の
門
名
中
に
は
、
位
置
の
手
掛
り
が
っ
き
兼
ね
る
二
門
が
あ

　

る
。
そ
れ
は
西
北
門
と
親
慧
之
門
と
だ
。
前
者
は
恐
ら
く
宮
城

　

の
西
北
部
に
存
し
た
と
考
へ
’
ら
れ
、
後
者
は
共
名
の
如
く
親
慧

　

壇
の
門
な
の
だ
が
今
日
其
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

　
　

思
ふ
に
、
若
し
支
那
宮
城
史
と
云
ふ
も
の
が
成
立
す
る
と
す

　

れ
ば
南
京
明
故
宮
の
持
つ
意
義
は
紗
か
ら
な
も
の
が
あ
る
に
相

　

違
な
い
。
そ
れ
は
軍
に
建
築
上
の
見
地
の
み
か
ら
で
は
な
く
、

　

廣
く
文
化
上
か
ら
も
解
明
す
可
き
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
居
る

　

と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
等
に
開
し
た
議
論
に
鯛
れ

’
る
の
に
は
今
の
私
に
は
鯨
り
に
も
無
準
備
で
其
資
格
に
訣
け
て

　

居
る
。
そ
れ
よ
り
も
唯
だ
以
下
の
こ
と
を
一
言
だ
け
記
す
こ
と

　

と
し
よ
う
。
そ
れ
は
放
宮
趾
か
ら
の
諮
途
處
々
で
男
女
の
者
が

　

盛
ん
に
石
塊
を
小
さ
く
辞
い
て
居
る
こ
と
'
ｐ
あ
『
つ
だ
。
脆
い
石

　

衣
石
は
金
槌
の
僅
か
な
力
で
容
易
に
砕
か
れ
て
淡
紫
色
の
美
し

　

い
地
肌
を
表
は
し
て
居
た
。
此
の
石
衣
石
と
云
ふ
の
が
即
ち
曾

　

て
の
建
築
物
の
礎
石
な
の
で
あ
る
。
私
に
は
此
等
の
中
の
或
る

　

も
の
は
保
存
さ
れ
る
可
き
價
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
思
は
れ

　

る
の
で
あ
っ
た
。
せ
め
て
正
確
な
記
録
と
し
て
で
も
後
々
に
残

　

さ
れ
た
な
ら
ば
と
痛
切
に
感
じ
た
其
事
で
あ
る
。
（
完
）
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